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1号被保険者 31,256,973人における要介護（要支援）認定者数は全国で 5,570,825人，第 1号被




の 4人に 1人が認知症とその予備軍とされるという．厚生労働省は 2012年に「認知症施策推進
5か年計画（オレンジプラン）」を策定したばかりだが，政府は早急な対応を迫られる（日本経











































































































































































































































































　「回想法体験会」には男性 15名，女性 25名，計 40名の参加者が，「回想法実践者研修会 1日

























名（34.0％），女性 31名（66.0％）で，うちすべての回に出席した人は 26名（男性 8名，女性
18名）であった．年齢階層は，60歳代 18名（38.3％）が最も多く，次いで 70歳代 8名
（17.0％），40歳代 7名（14.9％），50歳代 5名（10.6％），30歳代 5名（10.6％），29歳以下 4名
（8.5％）の順であった．居住地は，市内 38名（80.9％），その他 9名（19.1％）で，在住期間は，
40－ 49年が 11名（23.4％）で最も多く，20－ 29年 10名（21.3％），10－ 19年 9名（19.1％），

































































































































































































































































































図 1　性別（有効回答 n: 47） 図 2　年齢階層（有効回答 n: 47）
（2）年齢階層
（3）居住地
図 3　居住地（有効回答 n: 47） 図 4　在住期間（有効回答 n: 47）
（4）在住期間
（5）地域への愛着度





図 7　主観的健康感（有効回答 n: 43） 図 8　孤独感（有効回答 n: 43）
（8）孤独感
（9）幸福感
図 9　幸福感（有効回答 n: 43） 図 10　自己効力感（有効回答 n: 43）
（10）自己効力感
（1）介護予防に関する認識







図 13　受講前：回想法の認知度（有効回答 n: 25） 図 14　受講後：回想法に対する理解（有効回答 n: 25）
（2）満足度
図 15　満足度（有効回答 n: 24）
（3）回想法活動への参加意欲




図 17　回想法を用いた文化伝承・世代間交流に関する意識（有効回答研修前 n: 26，研修後 n: 25）
（5）回想法によるまちづくりについて
図 18　回想法によるまちづくりについて（有効回答 n: 25）
